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消費者物価

図表２
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ＧＤＰと雇用者所得（名目）
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デフレ下での消費者物価（総合除く生鮮食品）

図表４
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（注）消費者物価の前年比は、消費税調整済み。
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販売価格ＤＩと消費者物価
図表５
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（注）消費者物価の14/1Qは、1月の値。
（資料） 総務省、日本銀行
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「２％」の物価上昇を目指す理由
図表６

 消費者物価指数の上方バイアス

 金利引き下げ余地の確保：「のりしろ」金利引き下げ余地 確保 りしろ」

 「２％」はグローバル・スタンダード
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消費者物価とＧＤＰデフレーター
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（注）消費者物価の14/1Qは、1月の値。
（資料）内閣府、総務省
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短期金利と消費者物価
図表８
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（注）1. 消費者物価の前年比は、消費税調整済み。
2. 85年6月までは有担保コールレートO/N物を使用。

（資料） 総務省、日本銀行
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各国の物価安定目標

国名 名称 指標 数値

図表９

国名 名称 指標 数値

日本
物価安定の目標

Price Stability Target
消費者物価(総合) 2％

米国 Longer-Run Goal
個人消費(PCE)ﾃﾞﾌﾚｰﾀ

（総合）
2％

Quantitative 2％未満 かつ
ユーロ圏

Quantitative
Definition

消費者物価(総合)
2％未満 かつ

2％近傍

英国 Target 消費者物価(総合) 2％

カナダ Target 消費者物価(総合)
2％

(1-3％の中心値)

オーストラリア Target 消費者物価(総合) 2-3％

ニュージー
T 消費者物価(総合)

2％近傍ニュ ジ
ランド

Target 消費者物価(総合)
2％近傍

(1-3％の中心値)

スウェーデン Target 消費者物価(総合) 2％

スイス Definition 消費者物価(総合) 2％未満
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各国の消費者物価（総合）
図表10
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（注）日本、英国の14/1Qは1月の値。米国、ユーロ圏の14/1Qは1～2月の値。
（資料）総務省、ＢＬＳ、 Eurostat、ＯＮＳ
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賃金と消費者物価

図表11

32

36
（前年比、％）

8

9

時間当たり賃金

（前年比、％）

24

28

32

6

7

8
消費者物価（総合除く生鮮食品）

16

20

4

5

4

8

12

1

2

3

-4

0

4

-1

0

1

-12

-8

71 73 75 77 79 81 83 85年
-3

-2

87 89 91 93 95 97 99 01 03 05 07 09 11 13

11

（注） 1. 消費者物価の前年比は、消費税調整済み。
2. 時間当たり賃金の1990年までは事業所規模30人以上の計数。後方3四半期移動平均値。

（資料） 総務省、厚生労働省



販売・仕入価格ＤＩ（短観・全規模全産業）

図表12

80
（「上昇」－「下落」、％ポイント）

60 仕入価格ＤＩ

販売価格ＤＩ

20

40

販売価格ＤＩ

0

20

-20

-60

-40

12（資料）日本銀行

60

83年 85 87 89 91 93 95 97 99 01 03 05 07 09 11 13

図表13

消費税率引き上げが物価に及ぼす影響
1997年税率引き上げ時における消費者物価の動きー1997年税率引き上げ時における消費者物価の動きー
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（注） 1. 消費者物価は、総合除く生鮮食品。
2. 全ての課税品目に対し消費税が全て転嫁されると仮定し、各品目のウエイトで積み上げて影響を算出。

（資料） 総務省
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